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1. 概要 

1.1. 背景、目的 

和歌山市水辺空間を生かしたまちづくり手法検討・調査業務は、平成 28年度はじまり、今年度が 2

年目である。今年度は前年度の検討・調査結果をもとに計画をし、事業をおこなった。 

和歌山市の市街地を流れる 5 つの川、有本川、大門川、和歌川、真田堀川、市堀川。和歌山の外堀

として形成されたこれらの川は、かつては泳げるほどきれいで、荷物を積んだ船や屋形船が行き交い、

水辺には市場や夜店が開かれるなど和歌山の環境、歴史、文化にとってとても重要な役割を果たして

きた。しかし、産業優先の政策、都市部のスプロール化などによって水質が悪化した高度経済成長期

以降、川はまちの裏側へおしやられる形となり、長い間、市民にも隣接する建物にも背を向けられる

存在となっていた。 

しかしながら、近年では継続的に取り組んできた人々の努力により、川の水質が徐々に改善された

ことで、水辺に再び価値を見出し活用しようとする機運が高まりつつあった。 

特に市堀川はかつての和歌山城の外堀のなかでも、京橋御門などを擁しまちなかの歴史的な水辺資

源と考えられるが、あまり有効に活用されていない。しかし、最近になって舟運やカヌー体験、清掃

活動やマーケット事業など、民間による活用が次第に行われてきており、分断されていた「かわ」と

「まち」をつなげる良好な回遊軸が編成されつつある。そのような機運を受け、市堀川が持つ魅力を

検証し、水辺空間を活かした、市内外のひとにとって魅力に満ち、訪れたくなるような潤いのあるま

ちづくりを官民が連携した視点で行うことができないかと検討してきた。 

今年度は、水辺利活用の有用性を地域の合意形成を図りつつ検証し、水辺の将来性を確認するため

のミズベ会議を実施し、地域の主体とともにつくりあげた社会実験の計画をもとに、実現可能な社会

実験イベントを実施し、前年度構想した活性化の方策が実際実現するとどのような結果になるのかを

アンケートや実態把握などを通して調査した。 

また、水辺のまちづくりの意義を話し合う「水辺意見交換会」を実施し、地域の人々の意見を話し、

また他都市の事例をもとに和歌山でできることはなにかを考える機会をつくった。 

 水辺交流会では、和歌山の社会実験で得られた成果を報告し、水辺が持つポテンシャルと実施した

ことでわかった和歌山の中心市街地の実態などを話し合い、中心市街地が今後どのような価値をもつ

場所になるのか、そのために和歌山の水辺はどのような場所になったらいいのかを、ゲストのレクチ

ャーを踏まえて考えた。 

 本年度の検討・調査を踏まえ、和歌山の中心市街地がかかえる問題点があらためて浮き彫りになっ

た。その課題を正確にとらえつつ、官民連携だからこそできる、まだ社会実験で検証されていない事

項を来年度以降どのように実施するべきかをまとめた。 

昨年度以降、水辺に関心をもつ人々が徐々にふえつつある機会に『わかやま水辺プロジェクト』が

発足し、情報発信、ワークショップやシンポジウムの実施主体として市民とともに水辺のあり方を模

索してきた。官民の垣根を越え、私たちの大切な資源である水辺を一緒に魅力的にしていくため、和

歌山の創造的水辺の未来をさらに具体的に官民の垣根を越えて検証し、発展させていく。 
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1.2. 経緯 

昨年度の検討・調査業務は、市内の概況調査、環境調査を行い、市民ワークショップによって、未

来のビジョンを抽出し、そこに向けた方策と成果指標を抽出した上で、次年度行うべき社会実験のあ

り方を検討した。 

 

1.2.1. 和歌山市内における中心市街地の現状把握 

 

和歌山市の位置付けは和歌山県における北端で、和歌山城のほかいくつかの景勝地、訪問先で知ら

れる。 

 

市内全域の人口減少は昭和 60年をピークにH27年までで 9%減少しているのに対して、中心市街地

だけ見ると 54%も減っており、ぶらくり丁商店街の変化の激しさを物語っている。 

人口集中地区が 3倍に拡大したことから、ドーナツ化現象がはっきり見て取れる。 
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若年世代の人口流出が課題であるなか、和歌山市では中心地区に大学を３つ誘致、無秩序な周辺市

街地の開発抑制などのコンパクトシティ化政策を積極的に行い、改善をはかっている。 

 

また、リノベーションまちづくりを推進し、まちなかにあらたなコンテンツを官民連携して増やし

てきた。 
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リノベーションまちづくりでは、水辺が課題にあげられることもあり、数々のスケッチやパースが

事業計画とともに生み出されてきた。 

 

また、実際にリノーベーションスクールによって生み出された案件で、全国的にも注目されている

「水辺座」は、あらたなコンテンツとして耳目を集めている。 

 

リノベーションまちづくりで、水辺が注目を集めたことが、水辺のまちづくりの機運を高めること

の一助になったことは間違いない。 

 



1-5 

 

 

市堀川をはじめ、内川は、これまでもさまざまな関心をあつめてきた。2017 年に 50 周年をむかえ

た、内川をきれいにする会の活動をはじめ、さまざまな主体が川を綺麗にする活動や使いこなす活動

を行ってきた。これらの活動や、市の政策をうけて、本事業ははじまった。 
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1.2.2. 水辺のまちづくりの推進方法 

 

本プロジェクトにおいて、プロジェクトの推進は、上記の図の通り、4つのステップ（調査→ビジ

ョンの検討→社会実験の検討→社会実験の実施→検証）とそのループによって行われることが望まし

い。平成 28年度の調査では、このステップ 3までを行ったが、本年度（平成 29年度）は、ステップ

4が行われ、その検証が行われることがもとめられる。
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1.2.3. 調査フェーズ：水辺のまちづくりをすすめるにあたって調べた水辺の環境調査 

和歌山の水辺を把握するために以下の調査を行った。 

1. 来歴調査 

2. 環境調査 

3. 利便施設調査 

4. 水辺の遊休公共資産調査 

5. 来街者分析 

6. ステークホルダー分析 

7. 治水管理者の調査 

 

左：安政 2年の絵図。和歌山城の外堀であることがよくわかる。 

右：紀伊国名所図会。広小路と並行して堀がながれていて、その間が荷揚げ場になっていたことがわ

かる。荷物の集積とともに、人々の往来の多さが見てとれる。 

 

左：名所図会からは、川のそばの荷揚げ場側に建てられた小屋群で商いが行われていたさまが見て取

れる。現在の利用は、これらの建築未満の工作物群だった時代から、コンクリート造の堅固な建物群

に変わっている。 

右：戦後は、木材の貯木場として使われ、また食文化を育んでいた。 
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左：内川は昭和 40年代に非常に汚染が進んだ。その後工場の排水の規制強化、下水整備などによって

やや改善した。 

右：内川に国、県、市が連携して導水事業を行った結果、希釈され一定の効果をあげている。また、

住民の啓発活動も盛ん。 

 

平成 10年にアクアルネッサンス事業（県）によって、環境整備がなされ、現在の姿になった。それ

から 20年を経て、その使いこなしを市民が考える機会が今回の水辺のまちづくりの位置付けである。 
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1.2.4. ビジョン検討フェーズ 

  

和歌山らしい水辺、和歌山に必要な水辺を、和歌山のひとたちで話し合って検討するワークショッ

プを多数開催した。 

 

 2016年 12月 19日 WAKAYAMA MIZUBE DRINKS開催 

ペチャクチャ方式によるステークホルダーのプレゼン大会を行った。また大阪より泉英明氏をお呼

びし、大阪において水辺のまちづくりがどのようにスタートしたのかをお話いただいた。 

 

 2017年 1月 25日 第一回ミズベ会議開催 

市民が和歌山らしいミズベとはなにかをテーマにワークショップを開催。12このバリューを生み出

した 

水都大阪から松本拓氏をお呼びし、講演していただいた。 

 

 2017年 2月 10日 第二回ミズベ会議 

第一回に話された内容を整理してフィードバックし、さらにどのような使われ方が想定できるか、
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ペルソナとシーンを考えてもらった。タクティカルアーバニズムについて、泉山塁威氏にお話いただ

いた 

 2017年 3月 12日 水辺シンポジウム 

東ぶらくり丁の道路上で、シンポジウムを開催。和歌山の水辺でどのようなまとめがおこなわれて

きたのかを市民に共有。また東京大学公共政策大学院の辻田昌弘特任教授にお越しいただき、オープ

ンイノベーションについておはなしいただいた。またミズベリングを推進する国土交通省河川環境課

の田中里佳課長補佐（当時）にお越しいただき、ミズベリングの意義についてお話いただいた 

タスクフォースの発表を行った 

 

1.2.5. 12 のバリュー 

 

和歌山の人々がワークショップでまとめた、和歌山の水辺で大切にしたい価値観（バリュー）は 12
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に分類することができた。 

 

1.2.6. 8 つの仕組み 

 

ワークショップで登壇していただいた方々の講演などをまとめ、8つの仕組みをうまく活用して、

水辺のまちづくりを推進する必要があるということを明らかにした。 
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1.2.7. ペルソナとシーン 

 

6つのペルソナとシーンをまとめ、和歌山の人々が使いこなしてくれることを想像しながら、水辺

のシーンをともに描き出した。 
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1.2.8. タスクフォース 

 

 

ワークショップ参加者らとともに、実際に自分が関わるとしたら、どのようなプロジェクトに参画

するか検討いただき、アイデアをまとめた。 
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1.2.9. ビジュアライズ 

 

水辺のまちづくりを推進するための価値観やビジョンを共有するために、一枚の絵にまとめた。 
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1.2.10. 事例調査 

 

全国の官民連携、賑わい想像、公共空間活用、水辺空間活用における事例を調査した。 

 

平成 29年 3月にとりまとめた報告書をもとに、今年度どのような社会実験を行うべきか、どのよう

な社会実験なら実現可能かを関係機関と相談し、今年度実施した。 


